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一
が
、住
宅
に
困
つ
て
お
ら
れ
る
 
で
迷
惑
の
か
、
る
こ
と

r
 

．方
力
、
会
曜
資
金
を
借
受
け
て
 
い
よ
、
是
非
ご
協
力
を
お
 

住
宅
を
建
て
よ
う
と
す
る
方
々
 
い
致
し
ま
す
。
 

致
し
て
お
り
ま
す
。
 

選
挙
の
時
に
な
つ
て
名
簿

何
卒
以
上
の
趣
旨
を
ご
諒
解

ら
脱
落
等
の
た
め
投
巣
の
出

下
さ
い
ま
し
で
是
非
ご
協
力
の
な
い
事
の
な
い
よ
う
く
れ

程
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 も
お
願
い
し
ま
す
．
 

記
 
名
簿

の
縦
覧
期
間
は
十
一
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伊
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緩
賭
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籍
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お
く
れ
ず
に
お
払
込
み
願
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三
し
客
慶
見
足
伍田
町
 
（
？
無
凄
噂
灰は
『
に
 

皆
様
方
に
お
い
て
約
定
の
期
日
 

と
お
り
で
返
済
が
な
い
と
、
こ
 
連
盤
す

Iハ
ん
七
鰭
 

緒
揺
災
譲

建
礁
 

の
 
縦
 
覧
 

を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

納
税
者
の
皆
ま
ま
、
昭
和
「
『
 

十
四
年
度
所
得
鼻
第
二
期
 

の
納
悦
期
限
は
十
一

，
三
 

日
ま
で
と
な
つ
て
お
り
ま
 

ご
準
龍
は
で
き
て
い
る
 

い
ま
す
が
、
納
期
限
ま
で

完
納
し
、
明
る
い
郷
土
を

・
 

‘
」

ー
 

般
の
金
融
機
関
が
住
宅
建
設
資
一
貸
付
金
額の
一
分
六
厘
程
度
の
ー
り
」
 

釧
い
負
い
相

m
か
如
か
「
伽
宅
一
伽
険
粕
割如
庫
心
払
同
迦
如
ン
月

一
ロ
 

金
融
公
庫
が
そ
の
貸
付
を
保
険
一と
に
な
り
ま
す
が
金
融
機
関
は
 

す
る
こ
と
に
よ
つ
て
住
宅
建
設
こ
の
保
険
料
の
三
分
の
二
ま
で
 
寸
」
 

影
裁
記
い
い舞
縄
義

難
び
属
鎧
影

衝
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頑
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鶏
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、
割
加
山
町
』

も
 
‘
融
卿
関
か
ら
住
宅
建
設
資
一選
助
来
各
部
伽
相
委
員
会
協
．
月
三
十
一
日
退
院

L
た
‘
 

ち
・
っん
店
舗
つ
き
，
あ
る
い
は
金
の
貸
付
を
受
け
た
い
方
は
住
会
を
開
い
て
所
管
事
項
に
っ
い
 

u
勺
こ
り
「
吏
」
」
」界

叫
務
所
つ
き
の
住
宅
で
も
よ
く
宅
金
融
公
軍
契
約
を
結
ん
で
い
て
研
さ
ん
を
重
ね
て
い
る
が
、
 
ー
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一
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ま
た
貸
家
ァ
パ
ー
ト
で
も
よ
い
る
金
融
機
関
に
お
い
で
に
な
り
こ
の
た
び
新
鵬
員
を
中
心
に
有
山
内
市
長
は
八
日
建
設
省
に

こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
．
な
ご
相
談
下
さ
い
。
 

志
隣
員
か
ら
市
政
全
般
に
亘
り
市
計
画
促
進
の
陳
情
の
た
め

お
ま
た
住
宅
の
増
改
築
建
築
用
 
契
約
金
融
機
関
の
名
称
，
そ
各
課
各
か
い
の
説
明
を
聴
取
し
京
、
帰
途
は
古
田
建
設
課
長

也

D貿
入

n
も
対
象
と
な
り
ま
の
他
隊
険
制
匿
の
詳
細
に
つ
い
た
い
申
出
で
あ
つ
た
の
で
、
次

帯
司
し
て
吹
田
欧
道
管
理
同

＋・
。
 

て
ま
左
記
こ
お
間
ムロ
せ
下
さ
い
の
日
園
で
馴
員
研
臨
ム
富
を
”
刊
紺

方
田
沢
」刊
太
あ
広
瞬
工
事と

金
融
機
関
が
保
険
付
貸
し
出
 
記
 
す
る
こ

と
に
な
つ
た
。
 

市
計
画
に
つ
い
て
陳
情
す
る
 

保
険
つ
き
の
貸
付
の
対
象
と
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

一
五所
川
原
市
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が
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散
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九
月
改
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捺
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縄
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十
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が
平
気
で
届
け
ら
れ
ま
す
。
 

市
の
窓
ロ
で
は
市
の
条
例
に

よ
つ
て
そ
の
よ
う
な
も
の
に
対

し
て
は
受
付
を
拒
む
こ
と
も
で
 

、・
ま
す
が
、
な
る
ぺ
く
届
山
人

の
讐
を
尊
慮
し

て
受
理
し
て

ン
デ
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・

印
艦
一
っ
て
い
ろ

い
ろ
な
却
海
や
得
失
が
作
じ
大

き
な
問
題
も
起
こ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
ン
ら
，
も
つ
と
真
剣
に

嶋
仇
て
は
し
い
も
の
で
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本
市
は
一
五
九
名
の
調
査
員

が
市
内
の
農
業
、
林
業
の
全
世

帯
を
対
象
に
調
査
す
る
こ
き
に

な
つ
て
い
ま
す
か
ら
、
農
林
業

関
係
の
ご
家
眠
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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月
一
日
現
在
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行
な
わ
れ
ま
す
す
い
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炎
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昌
昌
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」
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び
日
程
で
議
員
研
修
会
を
開
催
か
町
駅
前

W
場
拡
張
工
事
と
都
び
元
町
、・
飯暗
両
上
水
道
を
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十
三
日
市
立
西
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中
央
病
院
に
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い
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継
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、
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船
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課
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ケ
月
の
料
金
に
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つ
て
圏
定
日
間
全
委
員
出
席
の
も
と
に
開

山
田
秘
書
企
画
課
長
補
佐
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
か
れ
・
財
政
再
建
計
画
の
実
施

長
内
 
税

務
課

長
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の
分
は
新
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に
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い
て
調
一
状
況
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対
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、
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関
係

工
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農
委
事
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ま
す
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た
い
申
出
で
あ
つ
た
の
で
、
次
相
同
い
て
和
田
鋤
道
曾
理
局
を
員
全
員
出
席
の
上
市
内
道
路
及
 

午
前
玩
鋳

は
”
 

い
よ
い

よ
火

災
季

節
 

吹
沼
『
で

結
核
の
検
診
を
行
十
】
月
十
九
旧
ー
九
寺

よ
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い
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す
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前
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時
ま
で
 

牡
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籍
難
 
熱
好
鳩「
題

町
 

に
よ
り
も
早
や
恐
ろ
し
い
病
気
十
一
月
十
九
日
 

一一一
難
難」
『
鴛
 

田
町
、
栄
町
、
平
和
町
 
市
肖
坊
本
部
で
は
さ
き
に
旧
・
．
 

午
前
う
麟
著
 
い
ょ
い

ょ
火
災
季
節
 

水
道

料
金
の

滞
納
整

理
実
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中
で

す

滞

納
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る
方

1
1給
水
停

止

に
な

る

一
」
 

ミ
が

あ
り
ま

す
の

で
お

早
く
納

入
・
し

て
下

さ

い
 

第
二
種

公
営
住

宅
な
と

人
札
 

近

く
児
童

遊
園
地
も
で
き
る
 

市
で
は
運
沼
（
平
和
博
跡
地
）
 
判
所
前
成
田
山
、
落
札
者
は
 
仙
台
市
片
平
丁

k
C
ノ
ー
ー
 

に
建
設
す
る
第
二
種
公
営
住
宅
 
柳
町
小
田
桐
七
郎
五
十
二
万
 

住
宅
金
融
公
庫

十
六
戸
、
児
童
遊
園
地
な
ど
、
 

一
千
円
〕
十
二
月
上
旬
完
成
 
仙

台
支
所
庶
務
課

本
年
庭
最
後
の
工
事
に
つ
い
て
 
予
定
 
電

話
番
号
 

十
一
月
二
日
入
札
を
行
い
次
の
 ム
市
庁
舎
第
二
期
改
築
工
事
 

（
二
一
〕七
で
ル
ー
1
1
1
1
 

よ
う
に
施
行
者
が
き
ま
り
、
す
 

（
柳
町
膜田
末
四
郎
五
ト
ー
 

で
に
そ
れ
ぞ
れ
着
工
さ
れ
た
。
 
万
三
千
円
〕
十
二
月
初
旬
完
 
鼻
叱
裳

セ
ン
ナ

ス
 

ム雑
纏
維
繰

鮮
晦
ム
」
纏水
槽
新
設
工
事
 
十
ニ
月
に準
備調
査
 

藤
太
郎
三
百
八
十
四
万
五
千
 

（
場
所
は
田
町
天
理
敦
教
会
世
界
的
に
、
十
年
ご
と
に
行
な

円
）
三
十
四
年
二
月
末
日
竣
 
敷
地
内
、
施
行
者
錦
町
 
石
わ
れ
る
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス

工
予
定
 

岡
幸
作
十
二
月
初
旬
竣
工
予
の
準
備
が
十
二
月
一
日
現
在
で

ム
児
童
遊
園
地
施
段
工
事
〔
裁
 
定
）
 
行

な
わ
れ
る
，
．と
に
な
り
ま
し
 

住
宅
融

資

の
貸

付
 

ー
住
宅
新
築
す
る
人
のた
め
に
 

住
宅
融
資
保
険
と
い
う
の
は
ー
し
を
し
た
場
合
、
 一
年
に
つ
き
 

最
近
離
明
の
下
附
願
が
非
常
に

多
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
印

鑑
に
関
す
る
認
識
、
取
扱
に
（
 

い
て
あ
ま
り
に
も
粗
雑
す
ぎ
乙

も
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で

次
の
膳
点
に
ご
留
恵
し
て
下
さ
 

自

己
の
印
鑑
を
 

一4録
す

る
場
合
 

．に
委
任
し
て
届
け
だ
 

」
の
よ
う
セ
 

A
、
 

印
鑑
に
も
つ
と

深
い

関
心

民
生
課
 
小
笠
原
元
 

ー
 

固
健
納
 

青
奪
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

主
催
の
第
七
回
市
町
村
職
員
卓

球
大
会
は
去
る
十
一
月

一
日
胃

森
県
立
体
育
舘
に
お
い
て
団
体

戦
 
個
人
職
が
行
な
わ
れ
た
。
 

決
果
は
男
女
が
団
体
戦
で
一
昨

年
、
昨
年
に
つ
づ
い
て
我
が
市

役
所
チ
ー
ム
が
三
年
適
続
優
勝

を
な
し
と
げ
た
。
ま
た
女
子
チ
 

ー
ム
は
接
戦
の
す
い
第
三
位
を

獲
得
し
た
。
 

／
住
一宅
資
金

の
／

／
償
還
払
込
期
日
／

／
を
忘
れ
ぬ
よ
ーつ
／
 

さ
き
に
皆
様
方
に
住
宅
建
設
資

金
を
お
貸
付
け
い
た
し
ま
し
た
 

津
軽
信
用
金
庫
 

一
 

金

弐
万

円
寄
附
 

津
軽
信
用
金
庫
，〔
本社
板
柳
町

理
事
長
安
田
昌
蔵
氏
）
で
は
本

半
創
立
十
周
年
を
迎
え
た
の
を

記
念
し
て
十
一
月
三
日
市
社
会

禍
祉
協
踏
会
に
生
活
困
窮
者
の

史
生
資
金
と
し
て
金
弐
万
円
を

寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
 

全
協
騒
会
で
は
寄
附
者
の
窓

志
に
添
え
有
効
に
処
理
し
よ
う

と
考
慮
中
で
す
．
 

⑥
か
ま
ど
、
こ
ん
ろ
 

取
付
不
艮
 
十
三

件

⑨
そ
 
の
 
他
 

火
災
予
防
上
危
険
な
場
所

十
三
件

口
増
に
寒気
も
深
ま
り
ま
す
．
 

・

〈
ト
ー
プ
、
そ
の
他
暖
房
装
置
 

～
は
火災
予
防
上
万
全
を
期
す
 

。
ょ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

焦
「
 

・

？
？
・
・
ー
“

“…1

、
 

皆
様
か
ら
の
返
済
金
は
公
庫
と
昭
和
三
十
四
年
度
の
店
本
選

し
て
は
重
要
な
貸
付
財
源
と
な
人
名
簿
の
縦
覧
を
い
た
し
ま

つ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
円

こ
れ
か
ら
の
い
ろ
ノ
、
な
 

滑
な
回
収
を
計
る
必
要
に
せ
ま
に
使
用
さ
れ
る
大
事
な
名
簿

つ
て
お
り
、
毎
年
年
末
に
は
全
す
か
ら
十
九
日
ま
で
に
自
分
 

国
一
斉
に
特
別
の
期
間
を
設
け
名
前
が
名
簿
に
の
つ
て
お
る

て
皆
様
方
の
ご
協
九
を
お
類
い
ど
う
か
た
し
か
め
て
下
さ
い
o
 

ま
し
て
、
先
に
ご
利
用
さ
れ
た
 

は
年
寿
ふ

‘mる
ば
ゆ
つ
で
あ
り
 
（
住業
金
融
公
庫
仙
台
支
所
 

（
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
一

日
よ
り
昭
和
三
十
四
年
十
一

月
三
十
】
日
ま
で
〕
 

前
記
の
ニ
ケ
月
間
は
延
滞
整
 

纏
編
費
設
躍
叫
 

い
て
強
力
に
整
理
を
進
め
る

こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
の
 
き
ま
し
よ
う
。
 

、
、
、
、
、
、
、
、
、
“
、
、
‘
《
？、く
“

J、
5
、
く
‘一
 
？
一‘
ン2
‘

●
●
、
“
ノ●
！
●

、
‘
ー
 

!
 

記
 

査
察
件
数
 
二
四
四
八

件
 

注
意
件
数
 

い
七
三
件
 

・

‘
内
 
，
訳
「
雌
葺

！

⑨
ス
ト
ー
プ
 

《
 
取
付
不
良
 
四

件
 

一
 
⑧
煙
 
突
 

一
 
取
付

不
臭
 
四

三
件
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第
 

、j
 

円
 

（乙立
ロ
 

G
 

つ
に

＋
立
十
 

広
 

市
 

原
 

所
 

五
 I更物器） 昭和 34年」1 月 12 日 

》

t
ノ？
・
、
“
‘、
“"

‘く
ー

、
、
、・ 

水
道

料
金

の
滞
納

整

理
実

施
中
で

す

滞
納

あ
る

方
は

給
水
停

止

に
な

ろ
一
」
 

ど
が

あ
り

ま
す

の
で
お

早
く
納

入

・
し

て
下

さ

い
 

！
、！
‘
、？
?）

ー
）

!
（
ー

g
!
 

一
 

舞
難
灘
」
「
積
鵬
離

診
欝
撚

難
灘

簾
移

舗
鵬
 

一
、悦
 
男
 
者
 

J
.”
 
‘
 

同
日
午
后
二
時
散
会
され
た
。
青
套
県
市
町
村
職
A
共
済
組
合
 

，が
い
日
目
 
確

競
響
誤
贈

鯛
い
 
⑥
総
務常
任
委
員
協
議
会
鶏
銀
詰
堰
贈

購
 

 
高橋

 
総
務

部
長
 

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
分
は
前
十
一
月
十
二
日
と
十
三
日
の
二
森
県
立
体
育
舘
に
お
い
て
団
体
 

船

水
 
庶
務

課

長
 
ー
ーケ
月
の
料
金
に
よ
つ
て
調
定
日
間
全
委
員
出
席
の
も
と
に
開
戦
 個
人
戦
が
行
な
わ
れ
た
o
 

山
田
秘
書
企
画課
長
補
佐
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
か
れ
、
財
政
再
建
計
画
の
実
施
決
果
は
男
女
が
団
体
戦
で
一
昨
 

碩
騒
続
割

斗
す

く
す麟
鵠
蹴
鋸

船

調
市

政
の

研
修

帥
響
澱
難

携
結
果
『
 

“
零
て結
核
を予
防
しま
し
 
鴎
嘉
象
筆
末
離

ー
ー
金傍

噂
声
募
知

誉
お

散
馴

言

灘
）
斌
疹
「

1
 

」欝
難
難
）
舞難
難
纏
難
霧
選
糾
難
癒
欝
麟
議
鶏
難
」
難
 

一
」鰻
鈴
範
黒
鱗
磐
釦
」

輪
難

繋
韻

繊
輸
羅
難

謎
需
灘
麓
鍵
醸

雀
ま
す
）踊川
伽
宅
 
鯵
麗

』
簿
『「
』蔵
「
競
劃
齢
一る
心
奴
叡
貿
詔
 

加
の
賢
N
か
か
知
如
U
加
男
引

の
他
伽
険
制
助
四詐
細
に
っ
い
七
」
中
出
で
あ
か
畑
かで
り
次
相
同
い
ぐ
和
田
鋤
道
笥
珊局
を
員
全
員
出
席
の
上
市
内
道
路
及
 

午
前
与
鋳

は
”
 

い
よ
い

よ
火
災
季

節
 

i
企
脇
鵬
喰
「
吐
時
珊
者
つ
意
二
、
‘
特
整
理
実
施
期
間
 

r《
南
昌
博
汰
月

「
 

日
よ
り
昭
和
三
十
四
年
十
一

月
三
十
】
日
ま
で
）
 

舞審
麟
麟
》
 

印
鑑
に
も
つ
と

深
い

関
心
か
」
 

贈

喋

麟

銘
漂

踊

印
鑑
の
改
印
に
就
て
 

民
生

課
 
小

笠
原
 
元
 
作
ー
 

倭
班
け
る
次
ロ
は
必
ず
委
任
状
改
印
の
場
合
窓
ロ
に
来
られ
て
 

を
要
し
ま
す
。
 

畦
？
（
・
”
引
弓白
H
L
r山
か
 

独
纏
甥
嘉鵬
議縫
緯
経
贈
」
『」が
」
鴛
鷺
譲
」
散
灘
灘
難
嚢

叫騒
罷
綴叛
難
誤
嚢
契
盤
「鵬
や
喉
麟
髪
難
殺
幕
詳
耀
独
静
「
「
 

も
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
き
ぱ
け
が
、な
る
べ
K
嘱
山
人
窓
ロ
に
あ
り
●
す
か
ら
、
そ
れ
”
い
郎
「
関
山
と
深
い
山
意
を
 

ー
コ
‘フ

p
監

P
一
 
い

ろ
な
却
網
や
閥
失
ガ生
じ
吠
ぺ
く
酉
洋
紙
半
牧
く
ら
い
の
も
 

鱗
簿
g

難
製
』
難警
灘
灘
曹
 

」
の・
】
‘
、
ノ
セ
 

．鳳
γ
ヒ
．
に
廿
・
，
，
ゾA
‘
」
麟
の
よ
うな
も
皿
し
，
 

．風
、
 

裏
／
 

ー
 

ノ
b方
も
‘
りり
曇
？‘

 

レ
霧
ソ
 

「
 

市
で
は
蓮
沼
（
平
和
博
跡
地
）
 
判
所
前
成
田
山
、
落
札
者
は
 
仙
台
市
片
平
丁
七
C
ノ
二

に
建
設
す
る
第
二
種
公
営
住
宅
 
柳
町
小
田
桐
七
郎
五
十
二
万
 

住
宅
金
融
公
軍

十
六
戸
、
児
童
遊
園
地
な
ど
、
 
一
千円
〕
十
ニ
月
上
旬
完
成
 
仙

台
支
所
庶
務
課

本
年
度
最
後
の
工
事
に
つ
い
て
 
予
定
 
電

話
番
号
 

十
一
月
二
日
入
札
を
行
い
次
の
 A
市
庁
舎
第
二
期
改
築
工
事
 

（
二
一
）七
一
九
一
ー
「1
 

よ
う
に
施
行
者
が
き
ま
り
、
す
 

（柳
町
藤
田
末
四
郎
五
十
一
 
ー
ー
ー
 
ー
ー
ー
 

で
に
そ
れ
ぞ
れ
着
工
さ
れ
た
。
 
万
三
千
円
〕
十
二
月
初
旬
完
 
農

業

セ
ン
サ

ス
 

癖
慈
一
mに
彰
察
離

鉦
紅

水
槽
新
設
工
事
 
十
ニ
月
に
準
備
調
査
 

I
も
二
い
い
上

J
 

醸
穆
獣
詰
龍
軒
甑
電
鷲
纏
嚇
教薫
「
課界
熱知
災
慧
 
護
器
鷺
 

工
予
定
 

岡
幸
作
十
ニ
月
初
旬
竣
工
予
の
準
哨
が
十
二
月
一
日
現
在
で
 

衝
劇
 
加
遊

識
釦
 

ム
児
童
遊
園
地
施
設
工
事
（
裁
 
定
）
 

行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
 

島

相
 
保
険
露

長
 

t
…
 
・

ー
 
ー
‘
・
・
 
小

野
 
民
生

課
長

本
市
は
一
五
九
名
の
開
査
員
 
釦
旧
 
乳
上
肩

ョ
て
 

住
宅
融

資

の
貸

付
 

欝
加
鯉野
護
纏
「
 
鈴

雛
「
鯛
 

ー
住
宅
新
築
す
る人
の
た
め
に
ー
 触
製
難
蹴

夢
醸
瞬
 
川
浪

議
会
事
務局
長
 

麟
）
「
議蕪
憲
鱗
灘
一一
 

ム
第
二
種
公
賞
住
宅
木
造
平
家
 
成
予
定
 

第
二
種
公
営
住
宅
な
と
入
札
 

近

く
児
童

遊
園
地

も
で
き

る
 

第

一
一
日
目
 

奈
良
 
農
商

課
長

吉

田
 
建
設
課
長

伊

藤
 
水
道

課
長

島

谷
 
保
険

課
長

小

野
 
民
生

課
長

横
山
 
福
祉

所
長

木
村
 
監
査
室

長

佐

藤

選
管
事
務
局
長

川
浪

議
会
事
務
局
長
 

長

内
 
脱
務

課

長
 
こ
の
分
は
新
年
度
に
お
い
て
調
状
況
、
納
税
対
策
、
学
校
関
係
年
、
昨
年
に
つ
づ
い
て
我
が
市
 

岡

田
教
委
総
務
課
長
 
す
。
 

を
聴
取
し
、
七
和
高
校
、
五
所
を
な
し
と
げ
た
o
ま
た
女
子
チ
 

桝
嚇
確
“
畦
財
理

「
ー
 
ー
 
ー

m喋
学
校
を視
察
して散
会一
如
監
蟻
の
す
い
第
三

位
を
 

広
瀬
 
出
納
室
長
 
！
 

一
 
一
 

藤
農
委
事
務
局
長
 
整
し
ま
す
か
ら
お
含
み
願
い
ま
等
部
務
事
務
全
般に
亘
り
説
明
役
所
チ
ー
ム
が
三
年
連挽
優
勝
 

固定資産税 4期

健康保険税 3 期 

納期限 I」Yi 30)9 
五所川 原市税務課 
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注
意
件
数
 

い
七
三件
住
宅
を
建
て
よ
う
と
す
る
方
々
 
戸
改
し
ま
す
o
 

一
 
・
γ、
一
ま
叱

も
曳

ら
ず
 

1・
内
 k

‘
一
『
 

は
年

A
ふ
一m
る
ば
ゆ
け
で
あ
り

（住
宅
金
融
公
軍
仙
台
 

W
 
、
、
J
I
 
ョ
I
 ，
一
 
乙
 
‘
 
）
 

⑨
ス
ト
1
ブ
 

ま
し
て
、
先
に
ご
利
用
さ
れ
た
一
 
J
"‘
．ー
‘
．
ー‘
．
 

一
 

結
 
咳
 
険
 

診
 
を
 

動
図
取
付財
良
 
四

件
議
譲

勲
騒
露
譜
一

選
挙
入
名
附

ジ

、
ー
 

⑥
か
藷
譲
ん
ろ
四
三
件
緒
器
誌

麟
終

秘
鴫一
 
の
 縦
 
睡
 

欠
つ
ョ
刊
で
吉
亥
つ
金
参
・
ど
」
丁
十
一
月
十
九
日
 
、

り
一・
，H
ー
ノ」
 
ニ
ニ

4
皆
様
か
ら
の
返
済
金
は
公
軍
と
．昭
和
三
十
四
年
度
の
店
十

贈
”
嘱
て

裂
杉
グ
杉
影
を
子
『
一
J
「
プ
」
血
九

時
ょ
n
⑨
そ
く
押

m
ニ
r玉
h
こ
《
〒
い
。
m
重
如
加
飼
他
肋
源
U
な

M
知
鮎
気
鄭
認
柳
 

毒
員

‘
フE
一
一8
ソ
‘
・
フ
 

午
一
胤十
‘ふ

ま
で
一
 
火
災
予
防
上
危
険
m
潟
断
つ
て
川
。
勲
か
川
．
4
題
非
ゆ
い
》
「
タ
「
嶋
タ
G

「
 

ヒ
碧
窮
舞
誇
疎
い
 

G
辱
庵本
店
）
ー
 コ
曽こ
寒武
も
果ま
り
難
叫
勲
影
縦
鉛
熱
昇

齢
響

髪
か
忍
一
 

「
潜
鶏
驚
襲
弘
い
』
田
オ
田
一難
卿姦
親
鍔
難
襲
替
暴
纏
馨）
器灘
敏
「
器
一
 

割
よ
う
フ
E
士
い
o
 

,
'
 
f
打
十
一
寺
二
つ
か
よ
n
 D上
う
、つ
頂
、
ロ一王
十
o
 

て
皆
様
方
の
ご
協
力
を
お
願
い
ど
う
か
た
し
か
め
て
下
、
 

で
は
あ
り
ま
せ
ん
‘
 

4
一
印け
一
畔
，こ
r、
男
J
r
 に
ょ
うお
曜
い
し
ま
す
‘
 

」
・
《It
二
‘
、
t
」
‘、

》二
，
、
ー
ー
Z
プ
ー
Z
占
一『
，
 

劃
任
で
月
か

、
ヒ
舌
フ
こ
う
 
午
后
一

時
二
0
分
ま
で
 
ー
 

致
し
て
お
り
ま
す
。
 

選
挙
の
時
に
な
つ
て
（
 

二
旧
引
ン
軒ま
ー
い
勲
い
か
紀
釦
 〔
天内
セ
ン
ペ
イ
店
前
）
 

と
く
ヒ
二i
I
、r二
l
 

何
卒
以
上
の
趣
旨
を
ご
諒
解

ら
脱
落
等
の
た
め
投
票
一

い
乏
L
し
bロ
亥レ
ーE
方

一
わ
プ
 

柏
原
町
、
錦
町
、
幾
島
 
ニ

F車
I巾
I
メ
「一丘
 

下
さ
い
ま
し
て
是
非
ご
協
力
の
な
い
事
の
な
い
よ
うく

ー
 

准
弓
叱
ー
糸
素
メ
て一
E
l
l
ー
 

町
、
新
宮
町
、
末
広
町
 

金
弐
万

円
寄
附
 

程
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
o
も
お
卿
～
し
ま
す
o
 

よ
シ
『
，

ー
ー
i
 

町
、
新
宮
町
、
末
広
町
 

記
 

一
か
「住
宅
に
困
つ
て
お
ら
れ
る
 
で
迷
惑
の
か
、
る
こ
し

査
察
件
数
 
二

四
四
八
件
・方
六
、
公
庫
資
金
を
管
受
ナ
て
 
い
よ
う
匙
半
）一
窃カ
し
 

川銘
麗
議
整
耗
言
縄
議

製
議
毅
姦
”
静
）
齢
はな
る
既
巽
護
篇
 

』
』
ー
‘
ー
 

い
ま
す
が
，印
鑑
一
っ
で
い
ろ
 
ま
た
委
任
状
の
用
紙
は
な
る
 

麟
ー

Jー
く
ノ
ー
 
ー
 
．も

m
加
知
口
相
町
剖
也
下
か
い
か
影
．

細
民
研
修
釦
を
開
仙
加
町
駅
前
励
如
撫
馴
r
如
目
都
び
元
町
、
飯
詰
両
上
水
道
を
く
 
に
」
い
嘱
逃

（
 
、

、
引
し
り
尋
叱
ー
 

志
爆

吃
市
望
処
理

J
H
う
ニ

、
”
”
鍵
”
。
。
『
1
一
 
納
税
昔
の
皆
ま
ま
、
一
 

中
平
井
町
、
下
平
井
町
 
福
祉
協
鵬
会
に
生
活
咽
窮
者
の
 
割
靭
を
か
約
東
叫
期
』
馴
山
支
所
で
縦
覧
さ
せ
て
お
 

護
驚
ル
急
鷲
灘
灘
 

さ
き
に
皆
様
方
に
住
宅建
設
資
 
い
て
強
力
に
整
理
を
進
め
る

金
を
お
貸
付
け
い
た
し
ま
し
た
 
こ
と
に
な
つ
て
お
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